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【はじめに】神戸港には和田岬断層が分布している（例えば，藤田・佐野［１］；横倉ほか［２］；岡田・東郷［３］）．
和田岬断層は南の神戸港沖で大阪湾断層に繋がり，北は新港第四突堤から新生田川河口付近を経て，さらに北東方向にの
びている．一方，小長井［４］は，三宮海岸通りを通る阪神高速３号線沿いの地質断面図（阪神高速道路公団資料）に
おける海成粘土層の明瞭な段差の存在から，その地下に断層を推定している．その推定断層にほぼ沿って，兵庫県南部
地震の地表変状が見られた（宮田・前田［５］）．そこで，海岸通り周辺の地中レーダ探査と JIBANKUN［６］のボーリ
ング柱状図の地層分布不連続解析を行い，その推定断層の分布を検討した．
【地質概説】神戸市三宮南西部は，おもに現世扇状地や旧河道沿，自然堤防，河成低地，砂州，埋立地に地形区分され
る（国土庁土地局［７］）．神戸 JIBANKUN のボーリング柱状図によると，海成粘土層Ｍａ１２（～135 kyr．前）とＭ
ａ１３（～9 kyr．前）の他に，砂礫層，砂層，腐植土層が発達する．Ｍａ１３層の上位に鬼界－アカホヤ火山灰（K-Ah，
～6.3 kyr．前）が分布するので時々ボーリング資料に記載されている．
【解析方法】（ａ）地層分布不連続解析は，ボーリング柱状図を任意のライン上に並べ，ボーリング柱状断面図を作成
し，特定の地層（とくに海成層）の底面の出現深度が急に異なる場合を見つけ，断層を推定する方法である．本研究では，
「神戸 JIBANKUN」のボーリング柱状図をほぼ東西方向と南北方向のライン上に配列し，大阪層群の海生粘土層Ｍａ１２
と完新世の海成粘土層（Ｍａ１３）の出現深度を調べた．一方，（ｂ）地中レーダ解析は，得られた地中レーダデータを
RADAN6のソフトで解析し，反射シグナルのパターンの変化から，地下構造を推定する方法である．データは SIR-3000
システム（GSSI社）と 100MHzのアンテナ２台を使用して得た．ワイドアングル測定を行い処理後の地中レーダ画像
（時間断面図）を深度断面図に直した．本研究では，三宮海岸通り周辺の７測線で得た地中レーダデータの解析を行った．
【結果】東西方向のボーリング柱状断面図（Ｂ１～Ｂ４）には，Ｍａ１２層の下面をみると出現深度が有意に異なる

場所がある．Ｍａ１２層の深度差（落差）はＢ３（２箇所の落ちの合計）とＢ４ではそれぞれ約 13 mになる．またＭａ
１３層はＢ６，Ｂ７において，3.5～4 mの落差を示す．一方，南北方向のボーリング柱状断面図（Ｂ５）で，Ｍａ１２
層は南に向かって漸移的に深くなる傾向を示すが，Ｍａ１３層については一部のボーリング柱状図にそれが示されてい
ないので不明である．
他方，南北方向のＧＰＲ断面には水平な反射パターンがゆるやかに南側に傾斜する反射パターンへと変化している．こ

れ変化は堆積物の撓曲状構造と解釈できる．この異常箇所は，上記のＭａ１２層の有意な垂直落差がみられた範囲とも
よく調和している．　
【まとめ】地中レーダ・地層分布不連続解析で得られた異常箇所を繋げると，その一つは北東－南西方向の線状分布

になり，他の一つは南北方向の線状分布となった．前者は三宮海岸通りを北北東方向に横切る分布をし，和田岬断層と
並走する伏在断層と考えられる．この結果は，小長井 [４] が示した推定断層を支持している．一方，後者の線状分布は
前者の分布とは斜交している可能性があり，別の断層と考えられる．以上のように，地中レーダと地層分布不連続解析
の組合せ調査は都市の伏在断層研究に有効である．
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